「腎泌尿器外科　医局説明会」のお知らせ
J2、J1、M6　の皆様
暑さ本番、いよいよ大好きな生ビールの季節がやってまいりました！ほとんどの人が泌尿器科への進路は考えていないと思いますが、そのような皆様に、絶賛売出し中の「泌尿器科」による「後期研修説明会」という企画をご用意いたしました。

[bookmark: _GoBack]J2の皆様は研修医生活も後半となり、様々な科での楽しい研修を過ごし進路に悩む時期かと存じます。また、J1の皆様においてはようやく3か月の研修が終わり、これからの進路に目が向く頃かと存じます。M6の皆様においては、朝から晩までの実習生活を終え、講義にテストに遊びにと充実した生活を送られている中で、進路についてうっすらと考えている時期かと存じますがいかがでしょうか。
昨年度から新たに西山教授が就任し、アットホームないい雰囲気の中、最先端、かつ高度な医療を提供すべく日々診療に研究にと励んでおります。
泌尿器科は今後の高齢者医療において悪性腫瘍、排尿障害、尿路管理において非常に重要な役割をもっている領域であります。どの科に行くとしても初期研修での3か月の泌尿器科研修で臨床医としてのセンスに磨きをかけることが出来ますので、ローテーションの候補として非常におすすめです。
そして、実は広範囲の臓器・分野を取り扱っています。悪性腫瘍では多数の癌種を取り扱いますので、手術、化学療法、放射線治療においても進化、発展を続けている分野です。ロボット補助下体腔鏡手術を始めとした内視鏡手術は常に最先端をリードしている一方で、分子標的薬、抗癌剤においても多数の領域で、腫瘍内科医とともに研究が進んでいます。悪性腫瘍の他にも泌尿器科特有の尿路結石症、排尿障害、女性泌尿器科、不妊症・男性機能、腎移植、小児泌尿器科などの領域も多数存在しています。
　泌尿器科学に魅せられた方、内視鏡手術が好きな方、外科系に行きたいけど手術だけでは物足りない方、雰囲気のいい医局に入りたい方、実は進路選択が全く決まっていない方などにおいては、どの科に行くとしても、一度は見てみる価値がある世界です。
研修や勉強でご多忙の中とは存じますが、多くの皆さまにご出席いただき、泌尿器科の雰囲気と未来を感じてもらえれば幸いです。
日時：2012年8月11日　（土）　16：30～
場所：研修教育システム棟　1階　遠隔教育討議室
＊終了後には「夏の夜を楽しむ会」を予定しています。
　参加希望の方は、皆様お誘いあわせの上、泌尿器科医局（電話：029-853-3223 Fax：029-853-8854　E-mail: urology@md.tsukuba.ac.jp）までご連絡いただければ幸いです。また、見学希望については随時受付しております。気軽にご相談ください。猛暑のおり、どうかお体にお気をつけてお過ごし下さい。
平成24年7月吉日
